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東阿保村の安養寺
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

慈
願
寺
・
東
本
願
寺
が
関
わ
っ
た

真
宗
大
谷
派
、
三
五
〇
年
の
歩
み

　
市
役
所
の
所
在
す
る
阿あ

保お

の
地
は
、
江
戸

時
代
前
半
ま
で
は
丹た

ん

北ぼ
く

郡
阿
保
村
で
し
た

が
、
の
ち
東
阿
保
村
と
西
阿
保
村
に
分
か
れ

て
い
き
ま
し
た
。明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
、

東
西
両
村
が
合
併
し
て
、
再
び
阿
保
村
が
形

成
さ
れ
た
の
で
す
。
正し

ょ

保う
ほ
二
年（
一
六
四
五
）

の
郷ご

う

帳ち
ょ
うに
書
か
れ
た
村
の
石こ
く
高だ
か
に
東
西
阿
保

村
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
ろ

ま
で
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
う
ち
、
東
阿
保
村
の
今
の
阿
保
六
丁
目

に
真
宗
大
谷
派
の
安あ

ん

養に
ょ

寺う
じ
が
建
っ
て
い
ま
す
。

寺
の
過
去
帳
に
、
初
代
住
職
と
思
わ
れ
る
釋

し
ゃ
く
宗そ
う

念ね
ん
が
寛か
ん

文ぶ
ん
十
二
年（
一
六
七
二
）十
月
二
十
五
日

に
亡
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
寛
文
年
間

ま
で
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
安
養
寺
は
、
江
戸
時
代
後
半
ま
で
は
本
山

の
東
本
願
寺
の
直じ

き
末ま

つ
で
は
な
く
、
八
尾
に
建

て
ら
れ
た
浄
土
真
宗
の
由
緒
寺
院
で
あ
る
慈じ

願が
ん
寺じ

の
下
に
あ
り
ま
し
た
。
慈
願
寺
は
東
本

願
寺
に
属
し
な
が
ら
、
河
内
を
中
心
に
摂
津

や
大
和
な
ど
に
三
十
か
寺
の
末
寺
を
持
っ
て

い
ま
し
た（
明
治
四
年
）。
松
原
で
も
、
安

養
寺
の
他
、
新
堂
の
良り

ょ

念う
ね

寺ん
じ

、
河
合
の
称

し
ょ
う

念ね
ん

寺じ

、
上
田
の
福ふ
く

應お
う
寺じ

、
小
川
の
不ふ

退た
い
寺じ

も
そ

の
末
寺
で
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」94
・
97
）。

　
慈
願
寺
に
残
る
文
書
に
、天て

ん
和な

二
年（
一
六
八
二
）

九
月
二
十
日
に
、
安
養
寺
に
対
し
て「
木も

く

佛ぶ
つ

寺
号
御
免
状
」「
慈
願
寺
下
河
州
丹
北
郡
阿
保

村
惣
道
場
安
養
寺
」
と
あ
り
、
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
像
と
安
養
寺
の
寺
号
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
翌
天
和
三
年（
一
六
八
三
）
四
月
七
日

に
は「
祖
師
御
免
状
」と
あ
り
、
開
祖
親し

ん

鸞ら
ん
聖

人
絵
像
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
翌

貞じ
ょ

享
う
き
ょ
う

元
年（
一
六
八
四
）
霜し
も

月つ
き（
十
一
月
）

二
十
七
日
に
も
、
東
本
願
寺
十
四
世
の
琢た

く

如に
ょ

上
人
絵
像
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
。
正
し
ょ
う

徳と
く

三
年

（
一
七
一
三
）
に
な
る
と
、
聖
徳
太
子
像
や
イ

ン
ド
・
中
国
な
ど
の
七
高
祖
像
も
そ
れ
ぞ
れ

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、寺
に
祀
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
絵
像
に
は
、

年
号
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、裏
書
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
琢
如
上
人
絵
像
に
は「
河
州
阿
保

村
惣
道
場
安
粮
寺
」
と
あ
り
ま
す
。
聖
徳
太

子
や
七
高
祖
像
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ「
河か

し

劦ゅ
う

丹

北
郡
阿
保
村
惣
道
場
安
養
寺
」と
あ
り
ま
す
。

琢
如
絵
像
は
、
安
養
寺
の「
養
」を「
粮
」と
異

な
っ
た
表
記
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
興

味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
は
、「
阿
保
村
」と
あ
る

こ
と
で
す
。
先
述
の
よ
う
に
、
正
保
二
年
ま

で
に
は
東
西
阿
保
村
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
後
、
八
十
年
後
の
正
徳
三
年

の
時
点
で
も
阿
保
村
の
ま
ま
で
す
。

　
阿
保
村
は
初
め
幕
府
領
で
あ
り
、
宝ほ

う

永え
い
二

年（
一
七
〇
五
）以
降
は
関
東
の
秋あ

き

元も
と

氏
の
領

地
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
東
・
西
の
区
分
け

は
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
安
養
寺
に
は
、
文ぶ

ん

政せ
い

六
年（
一
八
二
三
）十
一

月
二
十
一
日
、
東
本
願
寺
二
十
世
の
達た

つ

如に
ょ

が

尼あ
ま

講こ
う

に
下
し
た「
御お

文ふ
み

」が
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、「
慈
願
寺
下
河
州
丹
北
郡
東
阿
保

村
安
養
寺 

尼
講
中
」と
あ
り
、
江
戸
時
代
後
半

に
は
東
阿
保
村
は
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
幕
末
の
嘉か

永え
い

七
年（
安あ
ん

政せ
い

元
年
、

一
八
五
四
）
六
月
十
四
日
、
大
地
震
が
起
こ

り
、松
原
地
方
も
大
き
く
揺
れ
た
よ
う
で
す
。

い
わ
ゆ
る
安
政
の
南
海
地
震
で
和
歌
山
・
大

阪
な
ど
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
時
、
安
養
寺
で
は

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
守
る
た
め
、
台

座
や
光こ

う
背は
い
か
ら
本
体
を
は
ず
し
、
木
箱
に
入

れ
安
全
な
場
所
に
保
管
し
ま
し
た
。「
御
本
尊

様
御
箱
」と
書
か
れ
、
時
の
看か

ん
坊ぼ
う（
住
職
）で

あ
っ
た
鳳ほ

う
鳴め
い
が
大
地
震
の
様
子
を
簡
潔
な
が

ら
、
記
し
て
い
ま
す
。

　
鳳
鳴
の
二
十
年
ほ
ど
前
の
天て

ん

保ぽ
う
七
年（
一
八

三
六
）、
安
養
寺
に
は
大だ

い

芸げ
い
と
い
う
二
十
歳
の

僧
も
い
ま
し
た
。大
芸
は
城

じ
ょ
う

連れ
ん
寺じ

村（
天
美
北
）

の
最さ

い

勝し
ょ
う

寺じ

の
恵え

学が
く
の
紹
介
で
、
同
年
七
月

二
十
六
日
、
日ひ

田た
（
大
分
県
）
の
私
塾
・
咸か
ん
宜ぎ

園え
ん

が
堺
に
開
い
た
広ひ

ろ
瀬せ

旭き
ょ
く

荘そ
う

塾
に
入
門
し
て

い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」204
）。

　
な
お
、
現
在
の
本
堂
は
昭
和
六
十
三
年

に
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
棟む

な

札ふ
だ

に
よ
る

と
、
そ
の
も
と
は
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）四

月
上
旬
に
、
松
原
村
新
堂
の
大
工
棟
梁
、
伊い

藤と
う
嘉か

兵へ

衛え

豊と
よ
久ひ
さ
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
江
戸
時
代
後
半
以
降
、
新
堂
に
は

伊
藤
氏
や
村
田
氏
ら
の
大
工
棟
梁
が
数
多
く

お
り
、
安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
再
建
さ
れ

た
、
同
じ
真
宗
大
谷
派
で
西
阿
保
村
の
西さ

い
徳と

く

寺じ

も
、
新
堂
の
伊
藤
利り

助す
け

に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」156
）。
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▲安養寺（阿保6丁目）　山門は平成
6年の改築だが、そのもとは明治24
年（1891）4月、三宅村の大工の岡
本長三郎、岡本吉平が建てたもの。

▲安養寺本堂内陣　本尊の阿弥陀
如来像を中心に向かって右は親鸞
聖人絵像。本尊の左側は蓮如上人
像、その左は聖徳太子像。

▲安養寺「御本尊様御箱」（右）と「鳳
鳴」の署名（中）、木箱に書かれた安政
の南海地震の記述（左）

れん にょ


